
医療従事者の不在時における新型コロナウイルス抗原定性検査のガイドライン

く理解度確認テスト＞

医療従事者の不在時に有症状者に対して検査を行うことが考えられる施設等において職員の中から事前

に定める「検査実施管理者」は、「医療従事者の不在時における新型コロナウイルス抗原定性検査のガイ
ドライン」及び使用するキットの添付文書、 メ ー カ ー によるパンフレット等の内容を理解した上で本テス

トを受験し、 全問正解できることを確認するとともに、 各問の解説を確認し適切な検査実施についてさら
に理解を深めていただくようお願いします。

※初回の受験で全問正解しなかった場合は、 再度の受験により全問正解できることを確認してください。

く問題＞

各問の文章の内容について、正しいか誤りがあるか、 いずれかを選択してください。

（回答後、正答を次のページから確認してください。）

1 .  検査においては、市販されている抗原定性検査キットなどの中から、施設が
（正 誤）

使いやすいものを選んで使用する。

2. 検査キットは、 冷蔵保存にて保管する必要がある。 （正 誤）

3. 業務を開始する前に体調不良を自覚した職員は、抗原定性検査を実施し、陰
（正 誤）

性を確認してから業務に従事する。

4. 現在薬事承認されている抗原定性検査のキットは、 検体として鼻咽頭ぬぐ
（正 誤）

い液、 鼻腔ぬぐい液または唾液を用いることができる。

5. 医療従事者の不在時に検査を実施した結果により医師ではない施設の職員
（正 誤）

等が診断を行うことは、 いかなる状況においても認められない。

6. 検査実施管理者は、「医療従事者の不在時における新型コロナウイルス抗原

定性検査のガイドライン」の内容を事前に十分理解しておけば、検体採取の （正 誤）

指導等を行うことができる。

7. 鼻腔ぬぐい液検体を採取する際は、スワブを鼻の入り口から2cm程度挿入
（正 誤）

して採取する。

8. 被検者が自己採取の方法を十分理解し、 適切に行うことが困難と考えられ

る場合は、 被検者の安全のため、 施設職員が被検者の鼻腔から採取を行う （正 誤）

等、 採取の補助を適切に行わなければならない。

9. 検査実施管理者は、 被検者の検体採取に立ち会う際の感染防護具として、サ
（正 誤）

ージカルマスクまたは不織布マスクと、 手袋を装着する。

10. 検査結果の判定は、キットに試料を滴下した後、製品毎に定められた時間が
（正 誤）

経過するのを待ってから、 それ以降の任意のタイミングで行う。

11. 検査結果が陽性だった場合は、被検者は発症日から 1 0日間は出勤等ができ
（正 誤）

ないこととなる。

12. 症状の ある者に対して実施した検査の結果が陰性だった場合 でも、 医療機
（正 誤）

関の受診や自宅待機等の対応をする必要がある。
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